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本
学
は
、
相
互
の
連
携
協

力
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
教
育

の
実
現
を
図
る
た
め
、
石
巻

市
立
女
子
高
校
と
の
間
で
高

大
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
調
印
式
は
１１
月
２

日
、
石
巻
市
役
所
で
、
坂
田

隆
学
長
、
同
高
校
の
三
国
清

美
校
長
、
北
村
悦
朗
石
巻
市

副
市
長
、
境
直
彦
石
巻
市
教

育
委
員
会
教
育
長
ら
関
係
者

２４
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
。
今
回
で
本
学
の
協
定
締

結
校
は
５
校
目
と
な
る
。

研
究
事
業
は
２
０
１
２
年

度
か
ら
順
次
行
わ
れ
、
次
の

よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
だ
。

▽
高
校
生
に
対
す
る
大
学

の
授
業
科
目
の
公
開
と
単
位

認
定
▽
大
学
に
よ
る
公
開
講

座
の
実
施
▽
大
学
教
員
の
高

校
へ
の
派
遣
▽
高
校
教
員
の

大
学
へ
の
派
遣
▽
相
互
の
施

設
の
開
放
▽
大
学
生
に
対
す

る
高
校
の
授
業
科
目
の
公
開

▽
地
域
の
教
育
・
文
化
の
復

興
再
生
の
た
め
の
連
携
の
推

進
▽
そ
の
他
高
校
と
大
学
の

協
議
の
結
果
に
基
づ
き
実
施

す
る
事
業

「
日
本
会
計
教
育
学
会
第

３
回
全
国
大
会
」
が
９
月
１３

日
か
ら
３
日
間
、
熊
本
市
の

熊
本
学
園
大
学
で
開
か
れ
、

本
学
か
ら
岡
野
知
子
経
営
学

部
准
教
授
と
川
村
暁
理
工
学

部
講
師
が
「
可
搬
型
Ｉ
Ｔ
デ

バ
イ
ス
を
活
用
し
た
簿
記
・

会
計
教
育
の
試
み
―
東
日
本

大
震
災
直
後
に
対
応
し
た
会

計
教
育
法
の
一
例
と
し
て

―
」
と
題
し
た
報
告
を
行
っ

た
。
こ
の
中
で
携
帯
端
末
を

使
っ
た
簿
記
の
自
習
シ
ス
テ

ム「M
o
b
i
l
e
D
E
B
O
K
I

」
を

紹
介
し
、
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
震
災

後
、
十
分
な
講
義
時
間
が
取

れ
な
い
な
か
、
携
帯
電
話
な

ど
の
携
帯
端
末
を
利
用
し
た

自
習
方
法
と
し
て
開
発
。
専

用
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
画
面
上
に
３
択
問
題
が

表
示
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

仕
訳
や
勘
定
記
入
に
慣
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
問

題
作
成
に
始
ま
り
、
小
さ
な

画
面
で
も
見
や
す
い
よ
う
に

す
る
技
術
や
、
複
数
の
機
種

に
合
致
さ
せ
る
と
い
っ
た
ハ

ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
、
実
用

化
に
こ
ぎ
着
け
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
専
門
誌

「
旬
刊
経
理
情
報
」
（
中
央

経
済
社
）
の
１１
月
１
日
号

で
、
会
計
学
、
国
際
会
計
の

専
門
家
で
あ
る
岡
崎
一
浩
愛

知
工
業
大
学
教
授
が
紹
介
す

る
な
ど
、
注
目
さ
れ
て
い

る
。 １０

月
８
日
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
（
卒
業
生
の
集

い
）
２
０
１
１
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
日
は
大
学
祭「
石

鳳
祭
」
（
本
紙
４
９
３
号
既

報
）
も
開
か
れ
て
お
り
、
多

く
の
卒
業
生
が
母
校
を
再
訪

し
、
旧
友
や
恩
師
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
続
き
、
専
修
大
学
の
創

立
者
た
ち
の
青
春
時
代
を
描

い
た
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

（
専
修
大
学
育
友
会
創
立
５０

周
年
記
念
事
業
）
の
著
者
・

志
茂
田
景
樹
氏
が
「
生
み
出

す
力
と
創
る
よ
ろ
こ
び
」
と

題
し
て
講
演
。
そ
の
後
、
教

職
員
食
堂
に
場
所
を
移
し
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
懇
親
パ

ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
た
ち
は
教
員
ら
と
と
も

に
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。

ほ
か
に
も
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
た
め
の
特
別
企

画
展
と
し
て
、
図
書
館
１
階

に
お
い
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の

四
季
写
真
展
」
や
「
石
巻
を

訪
れ
た
著
名
人
展
〔
色
紙
等

展
示
〕
」
、
「
専
大
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

等
が
開
催
さ
れ
、
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。

ま
た
、
同
３
階
に
お
い
て

は
「
石
巻
専
修
大
学
か
ら
の

『
知
の
発
信
』
展
」
が
開
催

さ
れ
、
最
近
の
学
部
・
学
科

の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
大
学

開
放
セ
ン
タ
ー
や
共
創
研
究

セ
ン
タ
ー
、
復
興
共
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
の

関
心
を
集
め
て
い

た
。㈳

自
動
車
技
術
会
の
東
北

支
部
学
生
自
動
車
研
究
会
が

主
催
す
る
「
第
２６
回
学
生
整

備
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
１０
月
２９

日
、
仙
台
市
泉
区
の
ト
ヨ
タ

自
動
車
㈱
東
北
サ
ー
ビ
ス
分

室
で
開
催
さ
れ
た
。
同
研
究

会
に
は
、
大
学
・
高
専
１０
校

が
所
属
し
て
お
り
、
自
動
車

に
対
し
て
の
知
識
を
深
め
る

場
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は

本
学
の
ほ
か
、
山
形
大
学
、

東
北
学
院
大
学
の
学
生
が
参

加
。
本
学
か
ら
は
、
機
械
工

学
科
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
の

４
年
次
生
２２
人
が
２
人
１
組

で
出
場
し
、
千
葉
巧
さ
ん（
岩

手
県
専
大
北
上
高
）
・
菊
地

ひ
ろ

き

大
輝
さ
ん
（
同
）組
が
１
位
、

け
い
す
け

熊
谷
慧
祐
さ
ん
（
宮
城
県
志

津
川
高
）
・
和
田
賢
大
さ
ん

（
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園
）

組
が
２
位
と
な
っ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
科

試
験
と
、
４
種
類
の
実
技
試

験
（
灯
火
装
置
回
路
の
解
析

・
液
体
判
別
・
運
転
診
断
・

寸
法
測
定
）
の
総
合
点
で
順

位
を
競
う
。
千
葉
さ
ん
・
菊

地
さ
ん
組
は
、
学
科
試
験
は

３
位
だ
っ
た
が
、
実
技
試
験

で
高
得
点

を
マ
ー
ク
し

た
。

理
工
学
部
生
物
生
産
工
学

科
の
臨
海
実
習
（
担
当
∥
玉

置
仁
准
教
授
）
が
１０
月
２９

日
、
宮
城
県
栗
原
市
の
伊
豆

沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

セ
ン
タ
ー
で
、
学
生
５４
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
「
湖
沼
に
お
け
る

外
来
魚
問
題
の
理
解
」
と「
湿

地
に
お
け
る
水
質
環
境
の
測

定
」
が
テ
ー
マ
。
伊
豆
沼
・

内
沼
で
は
近
年
、
オ
オ
ク
チ

バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
と
い
っ

た
外
来
魚
に
よ
る
生
態
系
へ

の
影
響
が
深
刻
化
し
、
そ
の

駆
除
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
実
習
で
は
伊
豆
沼
で
採

取
し
た
魚
を
調
べ
、
外
来
魚

の
侵
入
状
況
を
把
握
し
た
。

翌
日
は
本
学
で
水
質
環
境

測
定
を
行
っ
た
。
前
日
に
伊

豆
沼
な
ど
で
採
っ
て
き
た
水

を
試
料
と
し
て
、
水
生
植
物

の
有
無
に
よ
っ
て
水
質
環
境

が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

を
調
べ
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
・
木
村
真
紀
さ
ん
の
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ

ク

ラ

イ

ブ

「
コ
コ
ロ
ほ

ど
い
て
響
き
合
お
う
」
が
１０

月
２８
日
、
本
学
学
生
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

「G
r
e
e
n

R
e
v
i
v
a
l

P
r
o
j
e
c
t

専
大
卒
業
生
有

志
の
会
」
が
主
催
し
た
も
の

で
、
学
生
の
ほ
か
、
一
般
市

民
も
集
ま
り
、
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
の
音
色

と
透
明
感
あ

ふ
れ
る
木
村

さ
ん
の
歌
声
に
耳
を
傾
け

た
。

み
ち

し
る
べ

「
復
興
道

標
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
開
か
れ
て
い
た
石

巻
専
修
大
学
開
放
講
座
の
最

終
講
座
と
閉
講
式
が
１０
月
２７

日
、
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
講
座
は
、
本
学

を
退
職
し
た
教
職
員
で
組
織

さ
れ
て
い
る
石
鳳
桜
会
会
長

た
け
し

の
渡
邉

剛
・
元
理
工
学
部

部
長
が
講
師
を
務
め
「
震
災

の
試
練
、
さ
れ
ど
心
の
絆
の

復
活
を
目
指
し
て
―
―
老
化

予
備
軍
へ
の
激
励
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
演
題
で
、
震
災
時
に

駆
け
つ
け
た
本
学
卒
業
生
と

の
心
の
絆
を
紹
介
し
た
。
そ

の
後
、
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー

長
の
若
月
昇
理
工
学
部
教
授

が
震
災
時
か
ら
現
在
ま
で
の

本
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。講

座
終
了
後
の
閉
講
式
で

は
、
６１
人
の
受
講
者
に
修
了

証
書
を
手
渡
し
た
。

２
０
１
０
年
度
Ｉ
Ｋ
地
域

研
究
員
に
よ
る
研
究
発
表
会

が
１０
月
２７
日
、
本
学
で
行
わ

れ
た
。
高
津
宣
夫
理
工
学
部

教
授
が
「
直
流
電
気
配
電
用

無
放
電
コ
ン
セ
ン
ト
の
開

発
」
、
佐
々
木
万
亀
夫
経
営

学
部
教
授
が
「
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
商
店
街
の
役
割
に

関
す
る
研
究
」
と
題
し
、
そ

れ
ぞ
れ
１
年
間
の
研
究
成
果

を
披
露
し
た
。

Ｉ
Ｋ
地
域
研
究
員
は
、
財

団
法
人
石
巻
地
域
高
等
教
育

事
業
団
か
ら
の
地
域
研
究
費

助
成
金
に
よ
る
研
究
者
。
石

巻
地
域
の
経
済
・
社
会
・
文

化
に
関
す
る
研
究
、
石
巻
地

域
の
産
業
・
文
化
の
振
興
に

寄
与
す
る
研
究
テ
ー
マ
を
研

究
し
て
い
る
。

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
㈱
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
こ
の
ほ

ど
終
了
し
、
１１
月
４
日
、
本

学
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
は
、
地
上
設
置
用
の
小
規

模
太
陽
光
発
電
（
Ｐ
Ｖ
）
シ

ス
テ
ム
で
、
５
号
館
南
側
に

設
置
さ
れ
た
。

贈
呈
式
に
は
同
社
か
ら
伊

藤
高
司
常
務
執
行
役
員
ら
が

出
席
。
本
学
か
ら
は
坂
田
学

長
、
丸
岡
章
理
工
学
部
長
ら

が
出
席
し
、
同
社
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

１０
月
２８
日
に
は
「
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す

る
勉
強
会
」
が
学
内
で
開
か

れ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
本
学

と
石
巻
信
用
金
庫
と
の
産
学

連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
約
１
０
０
人

が
出
席
。
出
席
者
た
ち
は
発

電
の
原
理
や
災
害
時
の
役
割

が
説
明
さ
れ
た
後
、
実
際
の

シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
た
。

ホームカミングデー開催

▲ 志茂田氏のサインを求める来場者

志茂田景樹氏が講演

木
村
真
紀
さ
ん
を
招
き

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

協
定
締
結
は
５
校
目

石石巻巻市市立立女女子子高高とと
「「高高大大接接続続研研究究事事業業」」調調印印

大
学
開
放
講
座
が
閉
講

６１
人
に
修
了
証
書
を
授
与

Ｉ
Ｋ
研
究
発
表
会

▲ 受講生に修了証書を授与

▲ 協定書をとり交わす坂田学長（左）と三国校長

高
津
、佐
々
木（
万
）
両

教
授

が

成

果

披

露

昨
年
に
続
き
１
、２
位
独
占

学
生
整
備
コ
ン
テ
ス
ト

本
学
か
ら
４
年
次
生
２２
人
が
参
加

▲ 上位を独占した学生たち

▲

研
究
成
果
を
発
表
す
る

高
津
教
授

岡
野
准
教
授
と

川
村
講
師
が
開
発

携
帯
端
末
で
簿
記
の
勉
強

太
陽
光
発
電

シ
ス

テ
ム

を
５
号
館
南
に

設
置

「日本会計教育学会全国大会」で

システムを発表、広く認知される

伊
豆
沼
・
内
沼
の

生
態
系
な
ど
調
査

臨海実習

▶

専
用
ペ
ー
ジ
の
画
面
。
㊦
は
三
択

問
題

▶

伊
豆
沼
で
採
取
し
た

魚
を
調
べ
る
学
生
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